
49.被災アーカイブの保存修復救援事業（岩手県内各市町村） 
                                                     （学外対応分） 

 

  実施時期又は期間    
 平成２３年１月２０日～継続中 

     

 対応部局及び人員   
 人文学部教員２名，学生ボランティア，一般ボランティア 

   

 実施の背景・目的  
 本事業は，文化庁の「東北地方太平洋沖地震被災文化財等救援事業（平成 23 年 3 月 30 日

文化庁次長決定）（文化財レスキュー事業）」への協力機関として，被災アーカイブの緊急

的な保存修復処置を行う。 

   

 実施概要  
 岩手県野田村にて公文書，古文書の救済活動を実施し（１月２０日（３名）），ボランテ

ィアセンターの協力を得ながら脱塩・洗浄・真空凍結乾燥処理作業を行なった（５～７月，

のべ５０名）。岩手県山田町「鯨と海の科学館」８月１９日～２３日（２名）が展示物の標

本類を救出した。 

   

 効果又は結果  
 早急に被災文化財を救出・保存できたことにより、地域の自然・歴史を語る貴重な文化遺

産を保護するとともに、住民の地域へのアイデンティティをつなげる役割を果たした。 

   

 今後の課題  
 継続的なボランティアの人材確保と資材の調達 

   

 担当部局名  
 人文学部附属亀ヶ岡文化研究センター 

 

 

 

 ボランティアによる古文書の修復作業  クジラ骨格標本の救出・保存作業 

                     （岩手県山田町「鯨と海の科学館」） 
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